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日
頃
よ
り
地
域
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
す
。

　
９
月
１
３
日
に
告
示
さ
れ
た
平
成
２
９
年
区
議
会

第
３
回
定
例
会
は
、
会
期
中
に
第
４
８
回
衆
議
院
議

員
選
挙
が
執
行
さ
れ
た
事
か
ら
一
部
日
程
を
変
更
し
、

去
る
１
０
月
２
５
日
に
閉
会
致
し
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
平
成
２
９
年
度
江
東
区
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）
な
ど
議
案
１
３
件
、
平
成
２

８
年
度
江
東
区
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
な
ど
認
定

案
４
件
、
固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
の
軽
減
措

置
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書
な
ど
議
員
提
出
議
案
６

件
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
可
決
・
認
定
致
し
ま
し
た
。

　
平
成
２
８
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
総
決
算

額
は
２
，
９
２
２
億
円
と
な
り
、
保
育
費
や
生
活
保

護
費
に
充
て
る
民
生
費
が
一
般
会
計
の
４
２
％
（
７
８

２
億
円
）
を
占
め
る
な
ど
、
福
祉
分
野
で
の
歳
出
が

著
し
く
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
の
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
自
由
民
主
党
・
無
所
属

ク
ラ
ブ
議
員
と
し
て
初
め
て
の
機
会
と
な
っ
た
区
政
一

般
質
問
に
て
取
り
上
げ
た
豊
洲
市
場
移
転
問
題
や

観
光
施
策
に
つ
い
て
、
平
成
２
８
年
度
決
算
審
査
特

別
委
員
会
な
ど
委
員
会
質
疑
の
概
要
に
つ
い
て
、
ま

た
前
回
レ
ポ
ー
ト
（
v
o
l
.
8
平
成
２
９
年
第
２

回
定
例
会
号
）
で
特
集
し
ま
し
た
中
央
防
波
堤
埋

立
地
の
帰
属
問
題
の
動
向
に
つ
い
て
ご
報
告
を
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
是
非
ご
一
読
頂
き
ま
す
よ
う
、
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

ご
挨
拶

「
豊
洲
市
場
移
転
を
巡
り
新
た
に
示
さ
れ
た

東
京
都
の
基
本
方
針
つ
い
て
」

　
小
池
都
知
事
は
、
都
議
選
告
示
を
３
日
後
に
控
え

た
６
月
２
０
日
、「
築
地
は
守
る
、
豊
洲
を
活
か
す
」

と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
豊
洲
市
場
へ
の
移
転
を
早
期

に
実
現
す
る
も
の
の
、
近
い
将
来
に
は
再
び
築
地
へ
市

場
機
能
を
戻
し
、
豊
洲
は
総
合
物
流
拠
点
と
し
て
活

用
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
新
た
な
基
本
方
針
を
唐
突
に

発
表
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
都
と
江
東
区
が
長
年
に
亘
り
議

論
を
重
ね
た
結
果
、
築
地
に
代
わ
る
新
た
な
「
食
の
ブ

ラ
ン
ド
」
と
「
賑
わ
い
」
を
豊
洲
に
構
築
し
、
そ
の
具

体
策
と
し
て
①
土
壌
汚
染
対
策
②
千
客
万
来
施
設
の

整
備
③
地
下
鉄
８
号
線
（
豊
洲
‐
住
吉
間
）
の
延
伸

を
実
施
す
る
事
が
、
市
場
受
入
れ
の
条
件
と
し
て
都
区

間
で
合
意
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
地
方
自
治
体

同
士
が
交
わ
し
た
基
本
方
針
や
合
意
事
項
を
一
方
的
に

破
棄
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
指
摘
指
摘
せ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。

都
知
事
は
、
市
場
に
関
わ
る
様
々
な
方
々
に
意
見
を
聞

い
て
新
た
な
基
本
方
針
を
定
め
た
、
と
都
議
会
で
答
弁

さ
れ
て
い
る
が
、
市
場
受
入
れ
区
で
あ
る
江
東
区
に
対

し
、
意
見
聴
取
や
相
談
は
あ
っ
た
の
か
。

基
本
方
針
が
示
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
都
に
よ
る
意
見
聴

取
は
一
切
な
か
っ
た
。
発
表
か
ら
３
か
月
後
に
よ
う
や
く

区
議
会
の
場
で
都
に
よ
る
説
明
が
行
わ
れ
、
長
年
協
議

1 区
政
一
般
質
問
に
つ
い
て

平
成
２
８
年
度
決
算
審
査
質
疑
に
つ
い
て

　前回レポートで特集した中央防波堤埋立地の帰属問題に
ついて、すでに報道等で明らかですが、都自治紛争処理委
員より江東区に433.9ha（86.2％）、大田区に69.3ha（13.8％）
が帰属する、という調停案が示されました。全島帰属を主張
していた本区として大変残念な結果ではありましたが、東京
オリンピック・パラリンピック開催前に解決すること、都へ調
停を申請する以上はその結果を受け入れること、について、
両区長・議長の間で約束を交わしており、江東区議会は、
それを前提に調停を申請する議案を全会一致で議決（平成
29 年第 2 回定例会）したことから、今定例会においても調
停案を受諾する議案を再び全会一致で議決致しました。しか
しながら、大田区・大田区議会はこの調停案を非合理として
受諾しない議案を議決し、更には江東区を相手取って境界
確定に関する訴えの提起を議決しました。これにより、境界
確定については司法の判断を仰ぐこととなり、3 年後の 2020
東京大会までの帰属問題の解決は困難な状況となりました。
　そもそも、都自治紛争処理委員が示した調停案では、江
東区・大田区の双方が帰属を主張する歴史的経緯について
は境界確定の根拠とはなり得ないとした上で、13 号地埋立
地の境界を確定した自治紛争調停（現在のお台場地区。最
終的に江東区、港区、品川区の 3 区に分割された）でも用
いられた等距離線方式によって極めて合理的に境界が示され
たにも関わらず、調停案を拒否し、司法判断に委ねるという決断の先送りを行ったことは、未来に大きな禍根が残さ
れる行為であると思います。江東区議会としては、今回の大田区の大局観を失った行為に対し、引き続き区民、区議会、
行政が一丸となり取り組んでいくことを確認致しました。

中央防波堤（内側・外側）埋立地の８６．２％が江東区に帰属‼
調停
案、示

される
！

前代未聞⁉―大田区は境界確定の調停案受入を拒否し、提訴へ

調停案で示された境界線

世代をつなぐ絆をつくり、
　町と笑顔と未来を守る。
■ ご挨拶
■ 区政一般質問、平成28年度決算審査特別委員会の質疑について
■ 中央防波堤（内側・外側）埋立地の帰属問題について
■ 区政報告会のご案内　他

江東区議会自由民主党・無所属クラブ
江東区白河1-2-1ジョインハウスイワキ203
電話/03-5621-6288　FAX/03-5621-6266
E-mail/7010@naoto-k.com
HP https://www.kawakitanaoto.com
　 https://www.facebook.com/naoto.kawakita

事務所のお知らせ 『区政報告会/望年親睦会2017』のお知らせ

テーマ：中央防波堤埋立地の帰属問題について、他
日　時：平成29年12月11日（月）18時から
場　所：江東区森下文化センター4階

※ご参加自由。お申込・お問合せは事務所まで。

《
保
育
の
質
の
確
保
に
つ
い
て
》　

　
子
ど
も
子
育
て
支
援
法
の
施
行
に
よ
り
、
平
成
２

７
年
４
月
よ
り
保
育
施
設
等
へ
の
検
査
権
限
が
区
市

町
村
に
付
与
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
検
査
体
制
の
現
状

や
更
な
る
充
実
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
質
疑

し
ま
し
た
。

　
法
や
条
例
等
に
沿
っ
た
良
質
な
保
育
や
保
育
士
の

職
場
環
境
が
維
持
・
向
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
「
保
育
の
質
の
確
保
」
に
対
す
る

区
の
責
務
が
増
大
し
た
こ
と
を
指
摘
し
、
待
機
児
解

消
に
向
け
た
保
育
所
定
員
枠
の
拡
充
に
取
り
組
む
一

方
で
、
既
存
施
設
の
検
査
指
導
体
制
を
強
固
に
す
る

よ
う
、
要
望
致
し
ま
し
た
。

《
観
光
資
源
の
発
信
に
つ
い
て
》

　
一
般
質
問
で
も
取
り
上
げ
た
よ
う
に
、
観
光
情
報

の
発
信
に
つ
い
て
は
「
観
光
ア
プ
リ
」
の
導
入
が
効

果
的
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
そ
の
機
能
面
の
検
討

状
況
に
つ
い
て
具
体
的
な
提
案
も
含
め
て
質
疑
し
ま

し
た
。

　
他
自
治
体
の
ア
プ
リ
導
入
事
例
を
紹
介
し
、
期
待

さ
れ
る
ア
プ
リ
機
能
と
し
て
、①
イ
ベ
ン
ト
、
飲
食

店
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
等
の
観
光
資
源
情
報
を
官
民
の

境
を
設
け
ず
に
提
供
で
き
る
こ
と
②
区
民
や
民
間
団

体
等
か
ら
随
時
提
供
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
等
の
情
報
を

掲
載
で
き
る
こ
と
③
発
信
す
る
情
報
に
つ
い
て
区
民

や
来
訪
者
が
地
図
上
で
確
認
で
き
る
こ
と
④
多
言
語

に
対
応
で
き
る
こ
と
、
を
提
案
し
、
運
営
の
委
託
先

と
し
て
検
討
し
て
い
る
江
東
区
観
光
協
会
と
協
議
す

る
よ
う
、
要
望
致
し
ま
し
た
。
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に
応
じ
、
全
面
的
に
協
力
し
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
の
よ
う
な
一
方
的
な
決
め
方
は
対
等
な
は
ず
の
地
方
自

治
体
間
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
認
識
す
る
。

将
来
的
に
市
場
機
能
を
分
離
し
豊
洲
市
場
に
は
物
流

機
能
の
み
を
残
す
、
と
い
う
考
え
方
は
都
と
区
の
基
本

合
意
に
反
す
る
。
都
に
対
し
て
真
意
を
確
認
す
る
べ
き

だ
。

卸
・
仲
卸
・
売
買
人
の
三
位
が
一
体
と
な
っ
て
市
場
は
機

能
す
る
。
市
場
と
物
流
の
機
能
を
分
離
さ
せ
る
こ
と
は

不
可
能
だ
と
考
え
る
。
本
区
と
の
基
本
合
意
に
沿
う
よ

う
、
地
域
の
活
性
化
や
賑
わ
い
を
創
出
す
る
拠
点
と
し

て
豊
洲
市
場
や
千
客
万
来
施
設
を
整
備
す
る
よ
う
、
都

に
強
く
求
め
る
。

法
的
・
科
学
的
に
安
全
と
さ
れ
て
い
た
豊
洲
市
場
用
地

を
無
害
化
す
る
方
針
か
ら
、追
加
工
事
の
実
施
等
に
よ
っ

て
移
転
を
可
能
と
す
る
方
針
に
転
換
し
た
以
上
、
都
知

事
本
人
に
よ
る
豊
洲
市
場
の
安
全
宣
言
が
必
要
で
あ

る
。
都
知
事
に
求
め
る
べ
き
だ
。

移
転
問
題
を
巡
り
、
豊
洲
地
区
に
は
風
評
被
害
が
生
じ

て
い
る
。
安
全
性
の
検
証
と
追
加
工
事
の
実
施
と
と
も

に
都
知
事
に
よ
る
安
全
宣
言
を
行
う
こ
と
を
強
く
求
め

た
い
。

東
京
都
の
入
札
契
約
制
度
改
革
の
実
施
に
よ

り
中
止
さ
れ
て
い
る
公
共
事
業
に
つ
い
て

　
都
は
、
の
ち
に
疑
念
の
余
地
が
な
い
こ
と
が
都
議
会

財
政
委
員
会
で
明
ら
か
と
な
る
五
輪
施
設
や
豊
洲
市
場

の
各
施
設
が
高
落
札
率
で
契
約
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
理
由
に
、

予
定
価
格
の
事
後
公
表
や
最
低
制
限
価
格
制
度
の
撤
廃
、Ｊ
Ｖ

結
成
義
務
の
廃
止
、
一
部
工
事
の
１
者
入
札
禁
止
な
ど
を
定
め

た
入
札
契
約
制
度
の
改
正
を
試
行
し
て
お
り
ま
す
。
都
は
こ

れ
ま
で
都
議
会
や
事
業
者
と
共
に
、
公
共
事
業
が
適
正
な
価

格
で
公
正
に
発
注
さ
れ
る
た
め
、
最
低
制
限
価
格
制
度
に
よ

る
ダ
ン
ピ
ン
グ
の
防
止
や
発
注
者
側
の
積
算
能
力
の
向
上
に
向

け
た
取
り
組
み
を
実
施
し
て
き
た
経
緯
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
関
係
者
と
の
議
論
を
経
ず
に
唐
突
に
制
度
改
正
を
発
表

し
、
試
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
隅
田
川
や
小
名
木
川
の
防
潮
提
や
排
水
機

場
の
耐
震
補
強
工
事
も
中
止
対
象
工
事
と
な
り
、
東
部
低
地

帯
に
暮
ら
す
区
民
に
と
っ
て
水
害
対
策
上
必
要
な
公
共
事
業
が

進
ま
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。（
１
０
月
末
日
現
在
、
豊
洲
市

場
の
追
加
対
策
工
事
に
つ
い
て
も
入
札
が
不
調
と
な
り
、
の
ち

の
東
京
五
輪
大
会
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
）
技
術

者
な
ど
の
不
足
や
資
材
・
労
務
費
の
高
騰
な
ど
に
よ
る
入
札
不

調
が
生
じ
て
い
る
中
、
現
場
の
声
に
耳
を
傾
け
ず
に
制
度
を
改

正
し
た
事
が
、
区
民
生
活
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
や
し
な
い

か
、
心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

九
州
北
部
豪
雨
な
ど
、
今
年
も
全
国
で
水
害
が
相
次
ぐ
中
、

自
然
災
害
へ
の
備
え
は
待
っ
た
な
し
の
状
況
下
で
、
公
共
事
業

の
緊
急
性
や
重
要
性
を
加
味
し
な
い
都
の
制
度
改
正
を
ど
う

評
価
す
る
か
。

入
札
の
透
明
性
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
改
正
と

認
識
し
て
い
る
。
本
区
に
関
連
す
る
公
共
事
業
で
中
止
と
な
っ

た
案
件
に
つ
い
て
は
現
段
階
で
工
期
に
影
響
は
な
い
、
と
都
よ

り
回
答
を
得
た
。
ま
だ
事
例
が
少
な
い
こ
と
か
ら
今
後
の
入
札

状
況
を
注
視
す
る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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都
は
、
制
度
改
正
か
ら
半
年
を
目
途
に
中
間
報
告
を

取
り
ま
と
め
る
、
と
し
て
い
る
。
必
要
不
可
欠
か
つ
緊

急
性
の
高
い
公
共
事
業
に
遅
延
が
生
じ
な
い
よ
う
、
都

に
意
見
を
す
る
べ
き
だ
。

　都
の
入
札
契
約
制
度
改
正
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
変
更
後

に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
っ
た
か
検
証
す
る
必
要
が
あ

る
。
現
時
点
で
本
区
に
直
接
的
な
影
響
が
な
い
こ
と
か

ら
意
見
表
明
は
考
え
て
い
な
い
。
今
後
の
動
向
を
注
視

す
る
。

観
光
施
策
に
つ
い
て

（
民
泊
新
法
に
つ
い
て
）

　
来
年
６
月
に
住
宅
宿
泊
事
業
法
（
民
泊
新
法
）
が

施
行
さ
れ
、
宿
泊
事
業
者
、
宿
泊
管
理
業
者
、
宿
泊

仲
介
業
者
の
３
者
に
対
し
て
事
前
の
届
出
や
登
録
が
義

務
化
さ
れ
た
上
で
、
民
泊
の
運
用
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

新
法
で
は
、
地
方
自
治
体
が
地
域
特
性
に
即
し
た
規
制

を
条
例
で
定
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
、こ
と
と
し
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
違
法
状
態
で
あ
っ
た
民
泊
ビ
ジ
ネ
ス
が
合
法
化

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

民
泊
に
対
す
る
本
区
の
基
本
的
な
考
え
方
は
。

事
業
実
施
期
間
を
制
限
で
き
る
、
な
ど
の
規
定
が
あ
る

が
、
現
時
点
で
政
省
令
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
示
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
全
庁
的
な
検
討
を
行
っ
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

民
泊
は
、
区
民
の
静
寂
な
住
環
境
を
破
壊
し
か
ね
な
い
。

ま
た
宿
泊
者
の
マ
ナ
ー
も
問
わ
れ
る
。
宿
泊
者
へ
の
観

光
案
内
や
滞
在
マ
ナ
ー
の
指
導
等
を
事
業
者
に
義
務
付

け
し
、
例
え
ば
、
本
区
の
特
色
を
活
か
し
た
お
寺
民
泊

な
ど
、
家
族
居
住
型
民
泊
の
み
を
認
め
る
限
定
し
た
条

例
の
制
定
を
検
討
す
る
べ
き
。
　

今
後
示
さ
れ
る
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
精
査
し
、
地
域

要
望
を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
す
る
。

（
深
川
観
光
協
会
の
役
割
に
つ
い
て
）

　
深
川
地
区
で
は
、
深
川
観
光
協
会
主
催
に
よ
る
春
の

お
江
戸
深
川
さ
く
ら
ま
つ
り
や
深
川
八
幡
祭
り
、
神
明

宮
の
大
祭
、
江
戸
資
料
館
通
り
の
か
か
し
コ
ン
ク
ー
ル
や

芭
蕉
通
り
の
常
盤
さ
く
ら
ま
つ
り
な
ど
神
社
の
神
事
や

商
店
街
組
合
、
町
会
自
治
会
に
よ
る
歴
史
あ
る
行
事
に

加
え
、
民
間
の
方
々
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
や
魅
力
を

紹
介
す
る
イ
ベ
ン
ト
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
深

川
地
区
の
観
光
資
源
は
質
・
量
と
も
に
よ
り
一
層
充
実

し
て
い
く
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
イ

ベ
ン
ト
事
業
に
対
し
て
協
力
関
係
の
構
築
や
支
援
策
の
実

施
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
ま
す
。
　
　

区
の
補
助
金
を
原
資
に
開
催
さ
れ
て
い
る
現
在
の
深
川

観
光
協
会
の
イ
ベ
ン
ト
事
業
に
は
地
域
的
な
隔
た
り
が

生
じ
て
い
な
い
か
。

深
川
観
光
協
会
か
ら
補
助
金
が
申
請
さ
れ
る
春
と
秋
の

イ
ベ
ン
ト
は
、
い
ず
れ
も
門
前
仲
町
地
域
が
中
心
と
な
っ

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

深
川
地
区
の
観
光
振
興
施
策
を
講
じ
る
上
で
、
深
川
観

光
協
会
の
機
能
強
化
は
不
可
欠
で
あ
る
。
江
東
区
観
光

協
会
と
組
織
の一
本
化
を
行
う
な
ど
、
機
能
強
化
を
図

る
べ
き
。

観
光
協
会
は
活
動
す
る
民
間
団
体
と
連
携
し
支
援
す

る
役
割
が
あ
る
。深
川
地
区
全
体
の
観
光
推
進
の
た

め
、体
制
や
機
能
の
充
実
に
向
け
、組
織
の
一
本
化
に
つ
い

て
も
検
討
す
る
。

（
観
光
情
報
の
効
果
的
な
発
信
に
つ
い
て
）

　
こ
れ
か
ら
の
観
光
施
策
を
考
え
る
上
で
重
要
な
こ
と

は
、観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
イ
ベ
ン
ト
、飲
食
店
等
の
情
報
が

所
管
課
や
官
民
の
垣
根
を
越
え
て
、区
民
や
来
訪
者
の

方
々
へ
し
っ
か
り
と
伝
わ
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

来
訪
者
が
急
増
し
て
い
る
清
澄
白
河
駅
を
中
心
と
す
る
地
域

に
観
光
案
内
所
を
設
置
す
べ
き
。

カ
フ
ェ
と
ア
ー
ト
の
ま
ち
と
し
て
来
訪
者
が
急
増
し
て
い
る
清
澄

白
河
地
区
へ
の
観
光
案
内
所
の
設
置
は
、
来
訪
者
の
利
便
性
向

上
に
も
資
す
る
と
考
え
る
。
検
討
を
進
め
る
。

様
々
な
観
光
情
報
を
一体
的
に
提
供
で
き
る
江
東
区
独
自
の
観

光
ア
プ
リ
の
開
発
・
運
用
に
つ
い
て
、
来
年
度
導
入
に
向
け
た

検
討
状
況
と
決
意
は
。

鋭
意
検
討
を
進
め
て
お
り
、
官
民
を
越
え
た
協
力
関
係
を
構

築
す
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
自
治
体
の
実
証
実
験

な
ど
も
参
考
に
し
て
い
る
。

清
澄
白
河
地
区
の
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

　
都
心
に
向
か
う
幹
線
道
路
に
挟
ま
れ
た
清
澄
白
河
地
区
内

に
は
、
比
較
的
道
幅
が
広
く
、
朝
夕
に
は
通
勤
時
の
通
り
抜

け
道
路
と
な
る
区
道
が
あ
り
、
制
限
速
度
を
超
過
し
て
い
る

本会議場での区政一般質問

と
思
わ
れ
る
車
両
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
人
気

の
集
ま
る
飲
食
店
等
の
出
店
も
相
次
い
で
お
り
、
そ
れ

ら
を
め
が
け
て
訪
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
車
両
に
よ
る
一

方
通
行
の
逆
走
も
目
立
っ
て
お
り
ま
す
。
い
ず
れ
の
道
路

も
地
域
住
民
の
生
活
道
路
で
あ
り
、
子
供
た
ち
の
通
学

路
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
根
本
的
な
交
通
安
全
対
策
を

施
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

警
察
庁
の
通
達
に
あ
る
ゾ
ー
ン
３
０
の
整
備
拡
大
方
針

に
沿
っ
て
、
都
と
連
携
し
、
同
地
区
に
ゾ
ー
ン
３
０
を
導

入
す
る
べ
き
。

ゾ
ー
ン
３
０
は
学
校
周
辺
や
住
宅
地
域
の
生
活
道
路
に

お
け
る
交
通
安
全
の
確
保
に
効
果
の
あ
る
取
り
組
み
と

認
識
し
て
い
る
。
地
元
町
会
・
自
治
会
の
要
望
等
に
応

じ
て
所
轄
警
察
署
へ
要
請
し
た
い
。
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日
頃
よ
り
地
域
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
す
。

　
９
月
１
３
日
に
告
示
さ
れ
た
平
成
２
９
年
区
議
会

第
３
回
定
例
会
は
、
会
期
中
に
第
４
８
回
衆
議
院
議

員
選
挙
が
執
行
さ
れ
た
事
か
ら
一
部
日
程
を
変
更
し
、

去
る
１
０
月
２
５
日
に
閉
会
致
し
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
平
成
２
９
年
度
江
東
区
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）
な
ど
議
案
１
３
件
、
平
成
２

８
年
度
江
東
区
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
な
ど
認
定

案
４
件
、
固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
の
軽
減
措

置
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書
な
ど
議
員
提
出
議
案
６

件
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
可
決
・
認
定
致
し
ま
し
た
。

　
平
成
２
８
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
総
決
算

額
は
２
，
９
２
２
億
円
と
な
り
、
保
育
費
や
生
活
保

護
費
に
充
て
る
民
生
費
が
一
般
会
計
の
４
２
％
（
７
８

２
億
円
）
を
占
め
る
な
ど
、
福
祉
分
野
で
の
歳
出
が

著
し
く
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
の
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
自
由
民
主
党
・
無
所
属

ク
ラ
ブ
議
員
と
し
て
初
め
て
の
機
会
と
な
っ
た
区
政
一

般
質
問
に
て
取
り
上
げ
た
豊
洲
市
場
移
転
問
題
や

観
光
施
策
に
つ
い
て
、
平
成
２
８
年
度
決
算
審
査
特

別
委
員
会
な
ど
委
員
会
質
疑
の
概
要
に
つ
い
て
、
ま

た
前
回
レ
ポ
ー
ト
（
v
o
l
.
8
平
成
２
９
年
第
２

回
定
例
会
号
）
で
特
集
し
ま
し
た
中
央
防
波
堤
埋

立
地
の
帰
属
問
題
の
動
向
に
つ
い
て
ご
報
告
を
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
是
非
ご
一
読
頂
き
ま
す
よ
う
、
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

ご
挨
拶

「
豊
洲
市
場
移
転
を
巡
り
新
た
に
示
さ
れ
た

東
京
都
の
基
本
方
針
つ
い
て
」

　
小
池
都
知
事
は
、
都
議
選
告
示
を
３
日
後
に
控
え

た
６
月
２
０
日
、「
築
地
は
守
る
、
豊
洲
を
活
か
す
」

と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
豊
洲
市
場
へ
の
移
転
を
早
期

に
実
現
す
る
も
の
の
、
近
い
将
来
に
は
再
び
築
地
へ
市

場
機
能
を
戻
し
、
豊
洲
は
総
合
物
流
拠
点
と
し
て
活

用
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
新
た
な
基
本
方
針
を
唐
突
に

発
表
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
都
と
江
東
区
が
長
年
に
亘
り
議

論
を
重
ね
た
結
果
、
築
地
に
代
わ
る
新
た
な
「
食
の
ブ

ラ
ン
ド
」
と
「
賑
わ
い
」
を
豊
洲
に
構
築
し
、
そ
の
具

体
策
と
し
て
①
土
壌
汚
染
対
策
②
千
客
万
来
施
設
の

整
備
③
地
下
鉄
８
号
線
（
豊
洲
‐
住
吉
間
）
の
延
伸

を
実
施
す
る
事
が
、
市
場
受
入
れ
の
条
件
と
し
て
都
区

間
で
合
意
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
地
方
自
治
体

同
士
が
交
わ
し
た
基
本
方
針
や
合
意
事
項
を
一
方
的
に

破
棄
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
指
摘
指
摘
せ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。

都
知
事
は
、
市
場
に
関
わ
る
様
々
な
方
々
に
意
見
を
聞

い
て
新
た
な
基
本
方
針
を
定
め
た
、
と
都
議
会
で
答
弁

さ
れ
て
い
る
が
、
市
場
受
入
れ
区
で
あ
る
江
東
区
に
対

し
、
意
見
聴
取
や
相
談
は
あ
っ
た
の
か
。

基
本
方
針
が
示
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
都
に
よ
る
意
見
聴

取
は
一
切
な
か
っ
た
。
発
表
か
ら
３
か
月
後
に
よ
う
や
く

区
議
会
の
場
で
都
に
よ
る
説
明
が
行
わ
れ
、
長
年
協
議

1 区
政
一
般
質
問
に
つ
い
て

平
成
２
８
年
度
決
算
審
査
質
疑
に
つ
い
て

　前回レポートで特集した中央防波堤埋立地の帰属問題に
ついて、すでに報道等で明らかですが、都自治紛争処理委
員より江東区に433.9ha（86.2％）、大田区に69.3ha（13.8％）
が帰属する、という調停案が示されました。全島帰属を主張
していた本区として大変残念な結果ではありましたが、東京
オリンピック・パラリンピック開催前に解決すること、都へ調
停を申請する以上はその結果を受け入れること、について、
両区長・議長の間で約束を交わしており、江東区議会は、
それを前提に調停を申請する議案を全会一致で議決（平成
29 年第 2 回定例会）したことから、今定例会においても調
停案を受諾する議案を再び全会一致で議決致しました。しか
しながら、大田区・大田区議会はこの調停案を非合理として
受諾しない議案を議決し、更には江東区を相手取って境界
確定に関する訴えの提起を議決しました。これにより、境界
確定については司法の判断を仰ぐこととなり、3 年後の 2020
東京大会までの帰属問題の解決は困難な状況となりました。
　そもそも、都自治紛争処理委員が示した調停案では、江
東区・大田区の双方が帰属を主張する歴史的経緯について
は境界確定の根拠とはなり得ないとした上で、13 号地埋立
地の境界を確定した自治紛争調停（現在のお台場地区。最
終的に江東区、港区、品川区の 3 区に分割された）でも用
いられた等距離線方式によって極めて合理的に境界が示され
たにも関わらず、調停案を拒否し、司法判断に委ねるという決断の先送りを行ったことは、未来に大きな禍根が残さ
れる行為であると思います。江東区議会としては、今回の大田区の大局観を失った行為に対し、引き続き区民、区議会、
行政が一丸となり取り組んでいくことを確認致しました。

中央防波堤（内側・外側）埋立地の８６．２％が江東区に帰属‼
調停
案、示

される
！

前代未聞⁉―大田区は境界確定の調停案受入を拒否し、提訴へ

調停案で示された境界線

世代をつなぐ絆をつくり、
　町と笑顔と未来を守る。
■ ご挨拶
■ 区政一般質問、平成28年度決算審査特別委員会の質疑について
■ 中央防波堤（内側・外側）埋立地の帰属問題について
■ 区政報告会のご案内　他

江東区議会自由民主党・無所属クラブ
江東区白河1-2-1ジョインハウスイワキ203
電話/03-5621-6288　FAX/03-5621-6266
E-mail/7010@naoto-k.com
HP https://www.kawakitanaoto.com
　 https://www.facebook.com/naoto.kawakita

事務所のお知らせ 『区政報告会/望年親睦会2017』のお知らせ

テーマ：中央防波堤埋立地の帰属問題について、他
日　時：平成29年12月11日（月）18時から
場　所：江東区森下文化センター4階

※ご参加自由。お申込・お問合せは事務所まで。

《
保
育
の
質
の
確
保
に
つ
い
て
》　

　
子
ど
も
子
育
て
支
援
法
の
施
行
に
よ
り
、
平
成
２

７
年
４
月
よ
り
保
育
施
設
等
へ
の
検
査
権
限
が
区
市

町
村
に
付
与
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
検
査
体
制
の
現
状

や
更
な
る
充
実
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
質
疑

し
ま
し
た
。

　
法
や
条
例
等
に
沿
っ
た
良
質
な
保
育
や
保
育
士
の

職
場
環
境
が
維
持
・
向
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
「
保
育
の
質
の
確
保
」
に
対
す
る

区
の
責
務
が
増
大
し
た
こ
と
を
指
摘
し
、
待
機
児
解

消
に
向
け
た
保
育
所
定
員
枠
の
拡
充
に
取
り
組
む
一

方
で
、
既
存
施
設
の
検
査
指
導
体
制
を
強
固
に
す
る

よ
う
、
要
望
致
し
ま
し
た
。

《
観
光
資
源
の
発
信
に
つ
い
て
》

　
一
般
質
問
で
も
取
り
上
げ
た
よ
う
に
、
観
光
情
報

の
発
信
に
つ
い
て
は
「
観
光
ア
プ
リ
」
の
導
入
が
効

果
的
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
そ
の
機
能
面
の
検
討

状
況
に
つ
い
て
具
体
的
な
提
案
も
含
め
て
質
疑
し
ま

し
た
。

　
他
自
治
体
の
ア
プ
リ
導
入
事
例
を
紹
介
し
、
期
待

さ
れ
る
ア
プ
リ
機
能
と
し
て
、①
イ
ベ
ン
ト
、
飲
食

店
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
等
の
観
光
資
源
情
報
を
官
民
の

境
を
設
け
ず
に
提
供
で
き
る
こ
と
②
区
民
や
民
間
団

体
等
か
ら
随
時
提
供
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
等
の
情
報
を

掲
載
で
き
る
こ
と
③
発
信
す
る
情
報
に
つ
い
て
区
民

や
来
訪
者
が
地
図
上
で
確
認
で
き
る
こ
と
④
多
言
語

に
対
応
で
き
る
こ
と
、
を
提
案
し
、
運
営
の
委
託
先

と
し
て
検
討
し
て
い
る
江
東
区
観
光
協
会
と
協
議
す

る
よ
う
、
要
望
致
し
ま
し
た
。

 発行所：江東区議会自由民主党・無所属クラブ　〒135-0021東京都江東区白河1-2-1-203    発行責任者 ： 江東区議会議員　川北直人  発行所：江東区議会自由民主党・無所属クラブ　〒135-0021東京都江東区白河1-2-1-203    発行責任者 ： 江東区議会議員　川北直人


